
　

　えびの市地区本部青年部は、田植えから稲刈りまでのお米作りを体験することで農業を
より身近に感じてもらおうと、市内小学校５年生を対象に毎年お米学習教室を行っていま
す。
　６月１８日に飯野小学校の児童と飯野高校の生徒が田植えを体験し、泥だらけになりな
がら昔ながらの手植え作業を楽しみました。
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（2）令和６年７月５日発行え　び　の

JA みやざき えびの市地区本部は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

　

５
月
30
日
、
Ｊ
Ａ
青
年
部
は
市
内
小

学
校
の
５
年
生
１
４
２
人
を
対
象
に
、

「
農
家
の
お
じ
ち
ゃ
ん
と
語
る
会
」
を
開

き
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
次
世
代
を
担
う
子
供

た
ち
に
農
業
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て

も
ら
お
う
と
平
成
８
年
か
ら
毎
年
開
い

て
い
ま
す
。

　

児
童
は
青
年
部
と
一
緒
に
Ｊ
Ａ
施
設

の
白
鳥
育
苗
所
、
青
年
部
員
の
養
鶏
場
、

え
び
の
市
イ
チ
ゴ
団
地
を
バ
ス
で
回
り

ま
し
た
。

　

青
年
部
員
で
あ
る
東
慶
良
さ
ん
の
養

鶏
場
で
は
、
実
際
に
卵
を
割
っ
て
試
食

し
た
り
、
ニ
ワ
ト
リ
に
触
れ
る
体
験
を

し
ま
し
た
。

　

え
び
の
市
イ
チ
ゴ
団
地
で
は
、
青
年

部
員
で
あ
る
甲
斐
理
士
さ
ん
の
ハ
ウ
ス

を
見
学
。
同
じ
く
青
年
部
員
で
イ
チ
ゴ

農
家
の
各
務
響
さ
ん
、
宮
園
翼
さ
ん
の

説
明
の
も
と
、
イ
チ
ゴ
が
実
っ
て
い
る

様
子
を
観
察
し
た
り
、
イ
チ
ゴ
狩
り
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
施
設
の
育
苗
所
で
も
児
童
ら
は

青
年
部
員
や
職
員
の
説
明
を
聞
き
な
が

ら
メ
モ
を
取
っ
た
り
、
普
段
見
慣
れ
な

い
作
物
や
装
置
を
興
味
深
そ
う
に
観
察

し
、
熱
心
に
質
問
し
て
い
ま
し
た
。
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（3） 第５５５号 JA広報

差別なく　笑顔あふれる　明るい社会

　

年
金
友
の
会
は
５
月
29
日
、
永
山
運

動
公
園
で
第
55
回
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
を
開
き
、
総
勢
２
８
８
人
の
参
加

者
ら
が
元
気
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　

４
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
競
技
を
行
い
、

各
コ
ー
ス
の
優
勝
者
４
人
に
よ
る
プ

レ
ー
オ
フ
の
結
果
、
総
合
優
勝
は
中
内

竪
チ
ー
ム
の
小
川
瑞
夫
さ
ん
で
し
た
。

　

次
回
の
第
56
回
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
は
９
月
５
日
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

会
員
の
皆
さ
ま
は
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

　

各
コ
ー
ス
の
上
位
３
人
の
名
前
と
成

績
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

年
金
友
の
会　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

Aコース
順位 氏　　名 チーム名 打数

優　勝 川 元 真 吾 上島内 ３５
準優勝 鮫　丸　サトル 出水 ３６
第３位 大　脇　キヨ子 上上江 ３７

Bコース
順位 氏　　名 チーム名 打数

優　勝 鶴　田　きよ子 永山Ｂ ３５
準優勝 谷　元　慎一郎 大明司② ３７
第３位 幸 田 邦 雄 中原田Ａ ３９

Cコース
順位 氏　　名 チーム名 打数

優　勝 大 平 落 　 泰 憲 東原田 ３７
準優勝 木　野　テル子 麓２ ３８
第３位 本 山 房 子 京町同好会 ３８

Dコース
順位 氏　　名 チーム名 打数

優　勝 小 川 瑞 夫 中内竪 ３６
準優勝 桑 原 幸 男 上島内Ｂ ３７
第３位 桑 原 悦 子 上島内Ｂ ３９

　

５
月
28
日
、
え
び
の
市
地
区
本
部

で
農
業
経
営
者
組
織
協
議
会
の
通
常

総
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

松
葉
一
弘
会
長
の
あ
い
さ
つ
や
小

吹
敏
博
地
区
本
部
長
の
あ
い
さ
つ
の

後
に
協
議
に
入
り
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
令
和
５
年
度
事
業
報
告

な
ら
び
に
収
支
決
算
、
規
約
改
正
、

令
和
６
年
度
事
業
計
画
な
ら
び
に
収

支
予
算
、
令
和
６
年
度
会
費
な
ら
び

に
決
算
指
導
時
加
算
金
の
徴
収
方
法

お
よ
び
徴
収
時
期
の
４
つ
の
議
案
を

原
案
通
り
承
認
し
ま
し
た
。

　

６
月
24
日
、
え
び
の
市
酪
農
青
年
・

女
性
部
は
え
び
の
市
地
区
本
部
で
地

区
本
部
長
を
は
じ
め
と
し
た
役
職
員

に
牛
乳
を
贈
り
、
消
費
拡
大
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

　
「
父
の
日
に
牛
乳（
ち
ち
）を
贈
ろ

う
！
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
は
、
６
月
１

日
が
世
界
牛
乳
の
日
で
あ
り
、
６
月

が
牛
乳
月
間
で
あ
る
こ
と
と
、
６
月

の
第
３
日
曜
日
が
父
の
日
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
全
国
的
に
展
開
し
て
い
る

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
す
。
え
び
の
市
で

は
２
０
０
５
年
か
ら
こ
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
始
め
て
お
り
、
酪
農
青
年

女
性
部
の
皆
さ
ん
が
市
役
所
や
Ｊ
Ａ

を
訪
れ
て
牛
乳
や
乳
製
品
の
Ｐ
Ｒ
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

農
業
経
営
者
組
織
協
議
会

通
常
総
会

父
の
日
に
牛
乳
を
贈
ろ
う



（4）令和６年７月５日発行え　び　の

JA みやざき えびの市地区本部は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

ＪＡ休業日のお知らせ

７月１５日㈪
海の日

ＪＡは全部門休業します
野菜集荷場と道の駅えびのは
営業します

当日ご来場できない方は「きこえ」に詳しい
専門スタッフがご自宅までお伺いします。

８月９日（金）

8月開催のお知らせ
きこえの相談会

試聴者プレゼント

JAからのお知らせ

グリーンセンター真幸店　営業日のご案内
６年７月

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31

６年８月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

は営業日

　正組合員や准組合員の方で既に死亡されており、相続人による組合員資格の脱
退手続きが完了していない方の整理を行っております。出資金額によってはご提
出いただく書類が少なく済む方法もございますので、お心当たりがありました
ら、最寄りの支店までお問い合わせください。

お問い合わせ
飯野支店　　33-1011　　加久藤支店　　35-1211　　真幸支店　　37-1311

組合員資格の
相続手続きが
お済みでない
ご家族の方へ
お知らせ

農業用廃プラスチック集積日
農業用廃プラスチックは決められた収集日に出
してください

○ポリフィルム類○
集積場所　えびの市一般廃棄物最終処分場
時　　間　午前９時～午後４時
集 積 日　７月１６日（火）
※ビニールとポリマルチは混ぜないよう注意してく

ださい



（5） 第５５５号 JA広報

ねぇあそぼ　そのひとことが　うれしいな

「合併記念定期キャンペーン」
販売終了のお知らせ

　大好評をいただきました「合併記念定期
キャンペーン」は、募集金額に達したた
め、令和6年6月5日（水）をもちまして、
販売終了となりました。
　今後もお客様にご満足いただける商品・
サービスの提供に努めてまいりますので、
ご愛顧いただきますようよろしくお願い致
します。

宮崎県農業協同組合　えびの市地区本部
飯野支店・加久藤支店・真幸支店

組合員資格のご確認と
異動手続きのお願い

　７月に、組合員の皆様へ｢出資金・回転出資
金・出資予約貯金残高通知書および配当・利息計
算書 兼 組合員確認書｣を送付します。
　住所・氏名、組合員資格等の変更がある場合は
お近くの支店で「異動手続き」をお願いします。
　手続きの際には、運転免許証や保険証、マイナ
ンバーカードなどの本人確認書類と印鑑をご持参
ください。

開催日：令和６年８月１６日（金曜日）
　　　　午後６時から
場　所：道の駅えびの　イベント広場
※午後５時３０分から抽選券の無料配布をいたします。
　（おひとりさま　1枚まで）

◆お問い合わせ◆　　担い手支援課　３３−５７５８

納涼夏祭り
今年も納涼夏祭りを開催します。

ステージイベントや出店、豪華景品が当たる抽選会などを計画しています。

お気軽にご来場ください。



（6）令和６年７月５日発行え　び　の

JA みやざき えびの市地区本部は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

繁殖基盤緊急経営安定対策ならびに
自給飼料補完支援対策について

　令和６年７月から９月の飼料価格は畜種平均２,２００円の値上げになりました。経済連では、生産農家
の負担を軽減し和牛生産の安定化を図るため和牛繁殖・酪農生産者への経営支援対策をいたします。

◎繁殖基盤緊急経営安定対策
　１．対象品目　～　経済連の育成・繁殖用配合飼料
　２．対策期間　～　令和６年７月１日～令和６年９月３０日出荷分
　３．対策単価　～　バラ飼料　６，０００円／トン
　　　　　　　　　　袋物飼料　１２０円／２０ｋｇ・６０円／１０ｋｇ

◎自給飼料補完支援対策
　和牛繁殖生産者への支援対策
　１．対象品目　～　輸入粗飼料（ベレ二アルライグラス）
　２．対策期間　～　令和６年７月１日～令和６年９月３０日出荷分
　３．対策単価　～　２０，０００円／トン

　酪農生産者への対策支援
　１．対象品目　～　輸入粗飼料（アルファルファ）
　２．対策期間　～　令和６年７月１日～令和６年９月３０日出荷分
　３．対策単価　～　１０，０００円／トン

【お問い合わせ先】　ＪＡみやざき えびの市地区本部 資材課（℡３３－５７１９）



（7） 第５５５号 JA広報

差別なく　笑顔あふれる　明るい社会

夏休みの作品募集

みなさんのご応募をおまちしています

ＪＡ共済
交通安全ポスターコンクール
◎応募資格
　小学校・中学校の児童・生徒
◎応募課題
　交通安全を訴えるポスター
　⑴子ども向けまたは歩行者向けの交通安全ポスター
　⑵運転者向けの交通安全ポスター
◎作品の大きさ
　規格：四つ切りサイズ（約54㎝×約39㎝）
　画材：描画材料には特に制限をもうけません
◎応募点数
　1人１点
◎応募締切日
　　令和６年９月２日（月）ＪＡ必着

ＪＡ共済
書道コンクール

◎応募資格
　小学校・中学校の児童・生徒
◎応募課題

区分 半紙の部 条幅の部

小
学
生

第１学年 う た つ ば さ
第２学年 く る み は な び
第３学年 あ さ が お 秋 ま つ り
第４学年 笑 顔 美 し い 湖
第５学年 信 じ る 道 友 情 の 証
第６学年 尊 い 生 命 豊富な資源

中
学
生

第１学年 到 達 目 標 芽吹く季節
第２学年 国 際 親 善 言葉の源泉
第３学年 風 光 明 媚 高鳴る鼓動

◎作品の大きさ
　・半紙＝タテ約33㎝×ヨコ約24㎝
　・条幅＝タテ約136㎝×ヨコ約35㎝
◎応募点数
　半紙の部・条幅の部のいずれか1人１点
◎応募締切日
　　令和６年９月２日（月）ＪＡ必着

「ごはん・お米とわたし」作文・図画コンクール
◎応募資格	 小学校・中学校の児童・生徒
◎応募課題
　毎日のごはんでおいしかったことや家族とのコミュニケーション、お米・ごはん食に関しての思い出
や考えたことなどを素直な気持ちで自由に表現してください。
◎応募規格（枚数・大きさ）

◎応募締切日	 　令和６年９月３日（火）ＪＡ必着

作文部門
１部　小学校１年生～３年生　

（４００字詰め原稿用紙２枚以内）または
（マス目の大きい原稿用紙８００字以内）

２部　小学校４年生～６年生
（４００字詰め原稿用紙３枚以内）

３部　中学校1年生～３年生
（４００字詰め原稿用紙４枚以内）

図画部門
　１部　小学校１年生～３年生　　
　２部　小学校４年生～６年生　　
　３部　中学校１年生～３年生　　

　規格：Ｂ３判または四つ切りの市販画用紙
　　　　画材は制限しません。　



（8）令和６年７月５日発行え　び　の

JA みやざき えびの市地区本部は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

ほおずき通信
（JA女性部通信）

◆お問い合わせ◆　生活課　33－5743　生活館 夢工房　35－1810

　フレッシュミズに新しいメンバー３名の方が加入されました。
　甘い甘いフレッシュなイチゴを口いっぱいに頬張り楽しい１日
を過ごしました。

　お米学習教室（青年部・女性部）
を開きました。
　飯野小５年生７０名と飯野高校１
年生２０名の合同で田植えを体験し
ました。
　晴天に恵まれ和気あいあいと作業
が進みました。

　３支店にてささやかな気持ちで配布さ
せていただきました。

田植え（食育活動）

年金日支給日に油みそ配布

６月18日

６月14日

フレッシュミズ　いちご狩り
５月２５日

◎ちょっと

○
まる

○
まる

なはなし

なんか出たぞ！
天狗になったミニトマト

ちび助！
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差別なく　笑顔あふれる　明るい社会

チーズ
ピーマンの豚バラ巻き

ＩＮ
飯野高校 ３年
生活文化科の生徒が考えた
レシピです♪

〜料理の紹介〜

　宮崎産のピーマンの中にチーズを入
れ、豚バラスライスで巻き、フライパ
ンで焼いて、焼肉のたれを使ったつけ
だれを添えました。
　ピーマンの肉詰めの肉の代わりに
チーズを入れ、豚肉で巻き、カルシウ
ムやたんぱく質、ビタミン補給をしま
した。
　夏バテ防止に豚肉のビタミンＢ₁、B₂
も摂取して、元気にこの夏を乗り越え
ましょう。

〜工夫した点〜

　〇　カルシウム補給にピーマンの中にチーズを入れました。

　〇　夏バテ防止に豚バラを使用しました。

　〇　時短で美味しくなるように焼き肉のたれを使いました。

　〇　食欲を増すように盛り付けにも気を配りました。

【4人分材料・分量】

　①ピーマン　　　　　　　８
個

　②スライスチーズ　　　　８
枚

　③豚バラスライス　　　 40
0ｇ

　④米粉　　　　　　　　　
少量

　⑤サラダ油　　　　　　  2
0ml

　⑥塩　　　　　　　　　　 
４g

　⑦こしょう　　　　　　　
少々

＜付け合わせ＞
　⑧サラダ菜　　　　　　　

８枚

　⑨ミニトマト　　　　 　  ４
個

　⑩日向夏(小)　　　　 　　１
個

　⑪つけだれ　
　・焼き肉のたれ　　　大さ

じ４

　・トマトケチャップ　大さ
じ２

　・水　　　　　　　　大さ
じ１

【調理方法】
① ピーマンは縦半分に切り、へたと種を取る。
② ピーマンの中にスライスチーズ半分を折りたたん
で入れる。

③ ②のピーマンを豚バラスライスで巻き、塩、こ
しょうで薄く味をつける。

④ えびの産の米粉を表面にまぶし、フライパンにサ
ラダ油をひいて弱火で10分位蒸し焼きにする。

⑤ つけだれの材料⑪を合わせて加熱し、たれを作
る。

⑥ ピーマンの肉巻きが焼けたら、取り出して斜めに
切る。

⑦ 付け合わせの野菜や日向夏を添えて盛りつける。
⑧ つけだれを添えて完成
※つけだれは、ポン酢などお好みの味でアレンジして下さ

い。



（10）令和６年７月５日発行え　び　の

JA みやざき えびの市地区本部は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

宮崎県農業協同組合 えびの市地区本部（JAみやざきえびの市地区本部）

宮崎県農業協同組合 えびの市地区本部（JAみやざきえびの市地区本部）
飯野支店 33－1011　 加久藤支店 35－1211　 真幸支店 37－1311　 えびの市地区本部（総務課）33－3100

みやざき

県内に住所があり、JAの事業を利用
したり、活動に参加できる方

みやざき
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さがそうよ　涙を笑顔に　する言葉

◎
担
い
手
支
援
関
係
◎

営
農
情
報



（12）令和６年７月５日発行え　び　の

JA みやざき えびの市地区本部は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

☆
６
月
期
子
牛
セ
リ
結
果

　

６
月
19
日
～
21
日
ま
で
の
３
日
間
、
西

諸
畜
連
で
、
６
月
期
子
牛
セ
リ
市
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
成
績
は
上
表
の
通
り
で
す
。

　

子
牛
セ
リ
市
終
了
後
の
事
故
が
多
発

し
て
い
ま
す
。
生
産
者
の
皆
さ
ん
は
解
約

や
値
引
き
等
発
生
し
な
い
よ
う
に
、
飼
養

管
理
に
は
充
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
子

牛
生
産
検
査
以
降
に
発
生
し
た
ケ
ガ
や

尿
石
等
の
事
故
、
そ
の
他
小
さ
な
こ
と
で

も
気
付
い
た
点
は
、
担
当
者
に
相
談
す
る

か
、
ま
た
は
セ
リ
市
上
場
時
に
必
ず
発
表

す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

去
勢
子
牛
で
発
育
の
良
い
も
の
は
早

期
出
荷
を
行
い
、
飼
育
費
の
削
減
を
図
り

所
得
の
向
上
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
雌
子
牛

に
つ
い
て
は
、
積
極
的
に
品
評
会
に
出
品

し
、
付
加
価
値
の
高
い
優
良
基
牛
生
産
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

　

各
種
導
入
事
業
の
有
効
活
用
を
図
り
優

良
雌
子
牛
を
導
入
し
、
母
牛
の
増
頭
、
更

新
を
積
極
的
に
行
い
ま
し
ょ
う
。
詳
し
い

こ
と
は
畜
産
課
（
☎
３
３
―
５
７
４
７
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☆
６
月
期
Ｊ
Ａ
主
催
子
牛
品
評
会

　

６
月
７
日
、
Ｊ
Ａ
畜
産
セ
ン
タ
ー
で
、

６
月
期
子
牛
品
評
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

成
績
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

　

Ｊ
Ａ
品
評
会
に
つ
い
て
は
、
事
前
に

下
見
を
し
ま
す
。
出
品
希
望
の
あ
る
方

は
畜
産
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

☆
６
月
期
郡
子
牛
品
評
会

　

６
月
14
日
、
西
諸
畜
連
で
郡
子
牛
品

評
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

え
び
の
地
区
管
内
か
ら
７
頭
が
出
品

さ
れ
、
成
績
は

下
表
の
通
り
で

す
。（
敬
称
略
）

営
農
情
報

令和６年６月期子牛セリ市結果

え
び
の
地
区
管
内

今回(６年６月) 前回(６年５月) 前年(５年６月)

頭数 平均価格 頭数 平均価格 増減 頭数 平均価格 増減

メス 116 464,693 120 447,233 17,460 122 501,807 △37,114

去勢 106 555,739 131 600,407 △44,668 138 639,116 △83,377

計 222 508,165 251 527,176 △19,011 260 574,687 △66,522

令和６年６月期郡子牛品評会成績
名　　　号 出品者（敬称略）

優等賞５席 ら ら 日 高 将 也

壱等賞 第 6 1 7かえら 井川原　　　修

〃 い ろ は 中 村 友 哉

〃 ゆ い 6 1 7 横 山 大 樹

〃 第 6 2 0みさき 井川原　　　修

〃 第 6 ひ さ こ 大平落　則　夫

弐等賞 も も ち 新天寺　　　博
※壱等賞は、序列は付けてありません。

令和６年６月期ＪＡ子牛品評会成績
名　　　号 出品者（敬称略）

優等賞 ら ら 日 高 将 也

壱等賞１席 第 6 1 7かえら 井川原　　　修

壱等賞 も も ち 新天寺　　　博

〃 い ろ は 中 村 友 哉

〃 ゆ い 6 1 7 横 山 大 樹

〃 第 6 2 0みさき 井川原　　　修

〃 第 6 ひ さ こ 大平落　則　夫

弐等賞 る い 新天寺　　　博

〃 ち な つ ㈱堂原Ranch

〃 ま な 日 高 将 也

〃 ま い も り 吹 上 裕 樹

〃 第 6 1 8みちこ 井川原　　　修

〃 第 6 1 3まなか 井川原　　　修

〃 り こ 岡 原 耕 平

〃 きりしま 3 8 6 繁殖センター
※壱等賞１席以降と弐等賞は、序列は付けてありません。

◎
畜
産
関
係
◎
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「関係ない」　そう思わずに　勇気を出そう

防鼠・防虫対策！
１．防鼠・防虫の重要性
　ネズミ（鼠）、ハエ、蚊などは、ウイルスや細菌などの病原体を媒介するので、牛舎から排除する事が大切です。

２．防鼠対策
　ネズミはサルモネラや大腸菌、各種ウイルス疾病の病原体を媒介するだけでなく、断熱材や電線をかじり
施設に損害を及ぼします。牛舎は冬でも暖かいため、ネズミの格好の巣になりやすくなります｡ ネズミは断
熱材の隙間や排水溝、ドア下の隙間などから牛舎に侵入します。牛舎からネズミを排除するには、

①ネズミの侵入経路を遮断する。
②通路にこぼれた飼料を放置せず速やかに処分する。
③飼料庫の飼料はスノコに乗せ、壁から離して保管する。
④ネズミの通路に殺鼠剤を撒く。
⑤市販の捕獲マットの設置。
⑥牛舎内の整理整頓等を実施する　等です。

３．防虫対策
　ハエは病原体の媒介や牛へのストレスの原因となります。ハエの発生源は堆肥場や牛舎内に残った糞塊、
汚水貯め、腐敗した飼料などです。ハエの発生を防止するには、

①堆肥の切返しを頻繁に行い、発酵熱で卵や蛆を死滅させる。
②成虫や蛆に有効な薬剤の散布。
③成虫捕獲用粘着シートの設置等を実施します。特に薬剤散布や粘着シートの設置は集中的に実施すると

効果的です。

　サシバエは特に牛の血を好みます。蚊やアブと違って雌雄ともに吸血します。体長は３～８mm でイエバ
エとほぼ同じです。サシバエにたかられた牛は落ち着いて横にもなれず、ストレスを感じ、飼料摂取量の低
下や繁殖へも悪影響を及ぼします。サシバエはイエバエと違い、野外を行き来する習性があるため、ネット
を張り、殺虫剤を併用すれば効果が大きいです。しかし、通気が悪くなるため送風設備も必要となります。
　蚊は吸血による牛に対する被害が大きく、吸血部から化膿することもあります。水溜まりや草むらなどが
蚊の発生源となることから、

①蚊の駆除は雨水の溜まらないようにバケツや機材の整理整頓を行う。
②草刈や除草剤散布を行って発生源を絶つこと。
③電気殺虫器や蚊取り線香等の設置も併用すると効果的です。

ＪＡ経済連和牛枝肉共進会
６月１８日、（株）ミヤチク高崎工場でＪＡ経済連和牛枝肉共進会が開催されました。
えびの地区本部管内からは５頭が出品されました。結果は以下のとおりです。
共進会全体での平均体重は８１６kg、平均枝肉重量は５２６.６kgでした。

出荷者名
(敬称略) 性 別

血  統
生年月日 体重(㎏) 枝肉

重量(㎏)
Ｂ
Ｍ
Ｓ

等級
父 母の父 母の祖父

㈲ 立 山 畜 産 去勢 神照栄 耕富士 福之国 R04.01.10 799 492.8 12 A5

宮 原 智 憲 去勢 勝美利 耕富士 美穂国 R04.02.04 824 537.9 12 A5

吉 留 　 弘 去勢 福晴茂 耕富士 美穂国 R04.01.04 808 504.4 11 A5

神 田 譲 市 去勢 神照栄 耕富士 美穂国 R04.01.31 797 510.8 11 A5

松 下 啓 紀 去勢 福晴茂 美穂国 勝平正 R04.03.20 841 532.1 11 A5
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営☆
イ
チ
ゴ

（
担
当
：
山
下
陽
平
）

苗
の
姿
は
中
旬
を
ピ
ー
ク
に

管
理
の
ポ
イ
ン
ト

①
土
壌
消
毒
の
徹
底

②
堆
肥
投
入
に
よ
る
土
づ
く
り

育
苗
床
の
管
理

　

育
苗
ベ
ン
チ
内
は
排
水
対
策
を
徹
底
し
、

ラ
ン
ナ
ー
発
生
後
込
み
合
わ
な
い
よ
う
均

等
に
配
置
し
ま
し
ょ
う
。

　

鉢
を
育
苗
床
へ
移
動
し
、
並
べ
る
と
き

に
大
苗
と
小
苗
に
分
け
、
苗
の
生
育
を
揃

わ
せ
る
た
め
に
草
丈
が
15
㎝
程
度
に
な
っ

た
ら
中
央
部
と
通
路
側
の
入
れ
替
え
を
行

い
ま
し
ょ
う
。

　

葉
か
ぎ
時
に
徒
長
防
止
と
炭
そ
病
予
防

を
兼
ね
て
、
15
㎝
間
隔
に
広
げ
、
１
回
目

の
葉
か
き
は
、
葉
数
２
～
２
・
５
枚
に
整

理
し
、
以
降
は
３
～
３
・
５
枚
を
維
持
し

ま
す
。
１
回
の
葉
か
ぎ
枚
数
は
２
枚
以
内

と
し
て
く
だ
さ
い
。

　

灌
水
は
午
前
中
に
行
い
灌
水
ム
ラ
が
無

い
よ
う
に
し
、
夕
方
の
灌
水
は
控
え
ま

し
ょ
う
。
育
苗
は
雨
よ
け
で
妻
面
は
被
覆

せ
ず
、
サ
イ
ド
は
雨
が
入
ら
な
い
程
度
に

大
き
く
開
け
ま
し
ょ
う
。

本
圃
の
管
理

　

収
穫
株
は
、
ハ
ウ
ス
内
を
蒸
し
込
ん
で

害
虫
駆
除
後
、
堆
肥
（
３
ｔ
／
10
ａ
）
と

稲
わ
ら
（
30
ａ
分
）
を
投
入
し
て
土
壌
消

毒
（
バ
ス
ア
ミ
ド
微
粒
剤
ま
た
は
ク
ロ
ー

ル
ピ
ク
リ
ン
）
を
行
う
か
、
太
陽
熱
消
毒

（
晴
天
時
40
日
以
上
厳
守
）
を
実
施
し
ま

し
ょ
う
。

　

な
お
、
昨
年
萎
黄
病
が
発
生
し
た
と
こ

ろ
は
、
必
ず
バ
ス
ア
ミ
ド
微
粒
剤
（
20
～

30
㎏
／
10
ａ
・
定
植
21
日
前
ま
で
）
か
、

キ
ル
パ
ー
（
60
Ｌ
／
10
ａ
・
定
植
15
日
前

ま
で
）
を
使
用
し
対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

☆
栗

（
担
当
：
朝
倉
章
太
）

　

７
月
中
旬
頃
に
な
っ
た
ら
、
実
タ
ン
ソ

病
対
策
と
し
て
ベ
ル
ク
ー
ト
フ
ロ
ア
ブ
ル

（
１
０
０
０
倍
）
に
よ
る
防
除
を
行
い
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
害
虫
に
つ
い
て
は
モ
ス

ピ
ラ
ン
顆
粒
水
溶
剤
（
２
０
０
０
倍
）
の

散
布
防
除
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

☆
生
姜

（
担
当
：
中
村
真
吾
）

　

６
月
10
日
前
後
に
１
次
茎
が
出
揃
い
、

次
の
展
開
茎
の
２
次
茎
の
発
生
が
見
ら
れ

始
め
ま
す
。
虫
害
の
ア
ワ
ノ
メ
イ
ガ
の
発

生
で
被
害
が
起
こ
る
と
次
の
３
次
茎
の
発

生
が
遅
れ
、
今
後
の
根
の
肥
大
に
著
し
く

影
響
が
出
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

梅
雨
明
け
後
は
、
猛
暑
の
予
想
が
出
て

い
ま
す
。
定
期
的
な
灌
水
は
下
層
ま
で
浸

透
す
る
よ
う
十
分
に
行
っ
て
下
さ
い
。

　

追
肥
（
燐
硝
安
加
里
ｓ
２
２
６
）
を
10

ａ
あ
た
り
40
㎏
行
い
、
同
時
に
管
理
機
に

よ
る
中
耕
、
培
土
も
行
な
い
ま
し
ょ
う
。

☆
キ
ン
カ
ン

（
担
当
：
中
村
真
吾
）

　

生
理
落
果
や
ス
上
が
り
防
止
の
た
め
、

サ
イ
ド
ビ
ニ
ー
ル
を
開
け
る
な
ど
32
℃
以

上
の
高
温
に
な
ら
な
い
よ
う
に
管
理
し
て

く
だ
さ
い
。
梅
雨
明
け
後
は
高
温
を
避
け

る
た
め
、
直
ち
に
天
井
ビ
ニ
ー
ル
を
除
去

し
ま
し
ょ
う
。
ス
上
が
り
果
防
止
の
た
め

に
遮
光
資
材
被
覆
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

灰
色
カ
ビ
防
除
は
１
番
花
・
２
番
花
・

３
番
花
の
開
花
ご
と
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

☆
キ
ュ
ウ
リ

（
担
当
：
中
村
真
吾
）

灌
水
に
つ
い
て

　

最
盛
期
の
キ
ュ
ウ
リ
の
水
の
消
費
量
は

３
～
４
Ｌ
／
株
（
１
０
０
０
株
で
４
ｔ
）

に
も
な
り
ま
す
。
状
況
を
み
な
が
ら
定
期

的
に
液
肥
を
加
え
て
「
こ
ま
め
な
灌
水
」

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

追
肥
に
つ
い
て

　

生
育
旺
盛
な
時
に
こ
そ
早
め
の
追
肥
を

行
い
、
草
勢
が
低
下
し
な
い
よ
う
に
管
理

し
ま
す
。
草
勢
が
落
ち
て
し
ま
っ
た
場
合

は
、
追
肥
よ
り
も
灌
水
を
主
体
に
行
い
ま

し
ょ
う
。

　

追
肥
量
の
目
安
は
収
穫
量
１
ｔ
に
対
し

て
窒
素
３
～
４
㎏
消
費
し
て
い
る
の
で
、

こ
れ
を
補
う
か
た
ち
で
良
い
と
思
い
ま
す
。

　

成
り
疲
れ
・
病
害
発
生
時
は
根
の
吸
い

上
げ
が
弱
い
の
で
防
除
時
に
葉
面
散
布
剤

の
散
布
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

防
除
に
つ
い
て

　

基
本
は
予
防
的
防
除
で
す
。
病
害
の
発

生
が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
防
除
間
隔
を
近

づ
け
ま
し
ょ
う
。
病
害
が
確
認
さ
れ
た
ら

治
療
効
果
の
あ
る
薬
剤
を
加
え
た
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
で
防
除
し
ま
し
ょ
う
。

☆
ピ
ー
マ
ン

（
担
当
：
中
村
真
吾
）

　

梅
雨
明
け
後
は
気
温
が
高
く
な
り
ま
す
。

ハ
ウ
ス
内
の
急
激
な
高
温
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。
高
温
時
や
陽
射
し
の
強
い
と
き

は
日
焼
果
や
尻
腐
果
の
発
生
が
多
く
な
り

ま
す
の
で
、
遮
熱
遮
光
資
材
を
設
置
す
る

ほ
か
、
水
分
不
足
に
な
ら
な
い
よ
う
１
日

あ
た
り
８
～
10
ｔ
／
10
ａ
を
複
数
回
に
分

け
て
行
う
少
量
多
回
数
の
灌
水
を
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。

　

果
実
が
ま
だ
小
指
程
度
の
幼
果
の
内
に
、

カ
ル
シ
ウ
ム
資
材
を
１
週
間
に
１
回
の
間

隔
で
定
期
的
に
葉
面
散
布
す
る
こ
と
も
尻

腐
果
対
策
に
効
果
的
で
す
。

　

枝
の
管
理
は
、
主
枝
は
弱
摘
芯
ま
た
は

捻
枝
を
行
い
、
主
枝
直
下
の
側
枝
に
切
り

替
え
て
生
長
点
が
摘
芯
（
捻
枝
）
し
た
主

枝
よ
り
も
高
く
な
る
よ
う
に
し
ま
す
。
整

枝
の
切
り
傷
は
病
害
の
侵
入
口
に
な
る
の

で
、
換
気
に
気
を
配
り
な
が
ら
乾
き
の
早

い
天
気
の
良
い
日
中
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

☆
甘
藷

（
担
当
：
内
村
直
樹
）

　

今
年
も
か
ん
し
ょ
基
腐
病
の
発
生
が
懸

念
さ
れ
て
い
ま
す
。
定
期
的
に
圃
場
を
確

認
し
、
葉
の
色
が
お
か
し
い
株
や
、
生
育

が
著
し
く
悪
い
株
が
な
い
か
の
確
認
と
Ｚ

ボ
ル
ド
ー
（
５
０
０
倍
）
で
の
予
防
散
布

を
行
っ
て
下
さ
い
。
発
症
が
確
認
さ
れ
た

場
合
は
発
病
株
を
抜
き
取
り
、
ア
ミ
ス

営
農
情
報

◎
園
芸
関
係
◎
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タ
ー
20
フ
ロ
ア
ブ
ル
（
２
，
０
０
０
倍
）

の
散
布
を
行
っ
て
下
さ
い
。
Ｚ
ボ
ル
ド
ー

の
散
布
は
収
穫
前
日
ま
で
可
能
で
す
が
、

ア
ミ
ス
タ
ー
20
フ
ロ
ア
ブ
ル
は
収
穫
14
日

前
ま
で
と
な
っ
て
い
る
の
で
使
用
時
期
に

は
ご
注
意
下
さ
い
。

☆
里
芋

（
担
当
：
内
村
直
樹
）

　

作
付
け
し
て
い
る
圃
場
や
そ
の
そ
の
周

辺
の
圃
場
で
疫
病
が
発
生
し
た
際
に
は
、

ダ
イ
ナ
モ
顆
粒
水
和
剤
（
２
０
０
０
倍
）

に
展
着
剤
（
ス
カ
ッ
シ
ュ
：
１
０
０
０

倍
）
を
加
え
て
防
除
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
そ
の
防
除
か
ら
１
週
間
後
に
ア
ミ

ス
タ
ー
20
フ
ロ
ア
ブ
ル
（
２
０
０
０
倍
）

の
散
布
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

ア
ミ
ス
タ
ー
20
フ
ロ
ア
ブ
ル
を
散
布
す

る
際
は
浸
透
性
を
高
め
る
ス
カ
ッ
シ
ュ
等

の
展
着
剤
を
使
用
す
る
と
薬
害
発
生
の
懸

念
が
あ
る
た
め
、
ク
ミ
テ
ン
展
着
剤
を
使

用
し
ま
し
ょ
う
。

ダ
イ
ナ
モ
顆
粒
水
和
剤

　

収
穫
21
日
前
ま
で　

　

使
用
回
数
３
回
以
内

ア
ミ
ス
タ
ー
20
フ
ロ
ア
ブ
ル

　

収
穫
14
日
前
ま
で　

　

使
用
回
数
３
回
以
内

　

さ
と
い
も
疫
病
に
対
し
て
登
録
の
あ
る

農
薬
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
使
用
前
に
は

必
ず
ラ
ベ
ル
を
確
認
し
て
か
ら
使
用
す
る

よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

☆
カ
ボ
チ
ャ

（
担
当
：
内
村
直
樹
）

　

カ
ボ
チ
ャ
の
播
種
は
７
月
下
旬
か
ら
８

月
初
旬
頃
に
行
い
ま
す
。
播
種
は
３
寸

ポ
ッ
ト
か
３
・
５
寸
ポ
ッ
ト
を
用
意
し
、

播
種
前
に
た
っ
ぷ
り
と
床
土
に
水
を
か
け

て
お
き
ま
す
。
播
種
の
深
さ
は
１
㎝
程
で
、

覆
土
を
行
い
再
度
灌
水
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
播
種
後
は
パ
ス
ラ
イ
ト
や
パ
オ
パ
オ
、

新
聞
紙
等
で
被
覆
し
、
発
芽
を
確
認
し
た

ら
取
り
除
き
ま
し
ょ
う
。
発
芽
ま
で
に
晴

れ
が
続
く
場
合
は
、
土
が
乾
き
や
す
く
な

る
の
で
毎
朝
確
認
を
行
い
、
乾
燥
し
て
い

る
場
合
は
灌
水
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
日
中
に
灌
水
を
行
う
場
合
に
は
、

ホ
ー
ス
内
に
残
っ
た
水
の
水
温
が
高
く

な
っ
て
い
る
の
で
、
し
ば
ら
く
水
を
出
し

て
冷
た
く
な
っ
た
の
を
確
認
し
て
か
ら
灌

水
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

定
植
は
播
種
日
か
ら
２
週
間
か
ら
３
週

間
後
に
な
る
た
め
、
８
月
５
日
頃
ま
で
に

は
マ
ル
チ
張
り
を
済
ま
せ
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

☆
白
ネ
ギ

（
担
当
：
内
村
直
樹
）

　

高
温
期
の
削
り
込
み
や
土
寄
せ
は
、
ネ

ギ
の
表
面
や
根
に
傷
口
を
つ
く
り
ま
す
。

そ
こ
か
ら
病
原
菌
が
侵
入
し
て
軟
腐
病
等

の
原
因
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
夏

季
高
温
時
期
の
作
業
は
な
る
べ
く
避
け
ま

し
ょ
う
。
圃
場
に
よ
っ
て
は
雑
草
が
気
に

な
る
と
思
い
ま
す
が
、
引
き
抜
き
に
よ
る

除
草
作
業
は
ネ
ギ
の
根
に
傷
を
つ
け
て
し

ま
い
ま
す
の
で
除
草
剤
に
よ
る
除
草
を
行

い
ま
し
ょ
う
。

除
草
剤
：
バ
ス
タ
液
剤

　

使
用
回
数
２
回
ま
で　

畦
間
処
理

　

10
ａ
あ
た
り

　
　

薬
液
３
０
０
～
５
０
０
㎖

　
　

散
布
液
量
１
０
０
～
１
５
０
Ｌ

☆
ゴ
ー
ヤ
ー

（
担
当
：
山
下
陽
平
）

　

露
地
ゴ
ー
ヤ
ー
に
つ
い
て
も
収
穫
期
を

迎
え
て
い
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
果
実
は

中
心
階
級
で
あ
る
２
Ｌ
サ
イ
ズ
（
２
５
０

～
３
０
０
ｇ
）
が
基
本
と
な
り
ま
す
が
、

黄
果
・
腐
敗
果
対
策
と
し
て
Ｌ
サ
イ
ズ

（
２
２
０
～
２
５
０
ｇ
）
寄
り
の
収
穫
に

努
め
ま
し
ょ
う
。
こ
の
大
き
さ
に
な
る
ま

で
は
開
花
か
ら
12
日
程
度
か
か
り
ま
す
の

で
、
曲
果
に
な
ら
な
い
よ
う
ス
マ
ー
ト
を

装
着
し
て
Ａ
品
率
の
向
上
に
努
め
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
草
勢
と
着
果
状
況
を
見
な
が

ら
10
～
15
日
間
隔
で
追
肥
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。
１
回
の
施
肥
量
は
窒
素
成
分
で

１
・
５
㎏
（
ラ
ッ
キ
ー
ぼ
か
し
７
７
７
で

20
㎏
／
10
ａ
ま
た
は
、
ほ
う
素
入
苦
土
硫

加
燐
安
Ｓ
２
５
０
で
10
㎏
／
10
ａ
）
を
目

安
と
し
て
く
だ
さ
い
。

　

害
虫
防
除
は
ウ
リ
ノ
メ
イ
ガ
対
策
と
し

て
カ
ス
ケ
ー
ド
乳
剤
や
デ
ル
フ
ィ
ン
顆
粒

水
和
剤
、
カ
メ
ム
シ
対
策
と
し
て
ト
レ
ボ

ン
乳
剤
な
ど
を
中
心
に
防
除
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

害
虫
防
除

ウ
リ
ノ
メ
イ
ガ
対
策

ス
ケ
ー
ド
乳
剤

　

希
釈
倍
率
：
２
０
０
０
～
４
０
０
０
倍

　

使
用
時
期
：
収
穫
前
日
ま
で

　

使
用
回
数
：
４
回
以
内

デ
ル
フ
ィ
ン
顆
粒
水
和
剤

　

希
釈
倍
率
：
１
０
０
０
倍

　

使
用
時
期
：
収
穫
前
日
ま
で

　

使
用
回
数
：
回
数
制
限
な
し

カ
メ
ム
シ
対
策

ト
レ
ボ
ン
乳
剤

　

希
釈
倍
率
：
１
０
０
０
倍

　

使
用
時
期
：
収
穫
前
日
ま
で

　

使
用
回
数
：
３
回
以
内

ア
デ
ィ
オ
ン
乳
剤

　

希
釈
倍
率
：
２
０
０
０
～
３
０
０
０
倍

　

使
用
時
期
：
収
穫
前
日
ま
で

　

使
用
回
数
：
３
回
以
内

☆
キ
ャ
ベ
ツ

（
担
当
：
山
下
陽
平
）

　

４
月
下
旬
頃
の
定
植
分
に
つ
い
て
は
収

穫
終
盤
を
迎
え
て
お
り
ま
す
が
、
作
付
全

体
の
お
お
よ
そ
の
収
穫
は
終
了
し
て
い
る

か
と
思
わ
れ
ま
す
。
作
後
の
残
渣
は
早
め

に
す
き
込
み
病
害
虫
発
生
の
温
床
に
な
ら

な
い
よ
う
に
し
、
生
育
が
思
わ
し
く
な

か
っ
た
圃
場
は
、
サ
ブ
ソ
イ
ラ
ー
を
掛
け

た
り
土
壌
消
毒
を
行
っ
た
上
で
、
同
圃
場

で
の
連
作
は
避
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

収
穫
中
の
圃
場
に
つ
い
て
は
、
裂
球
や

腐
敗
な
ど
の
不
良
株
に
注
意
し
て
選
別
の

徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

秋
冬
キ
ャ
ベ
ツ
を
作
付
け
さ
れ
る
方
は

高
温
期
の
育
苗
管
理
と
な
り
ま
す
の
で
、

芽
を
焼
き
切
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。
灌
水
は
基
本
的
に
１
日
２
～
３

回
程
度
と
し
て
午
前
中
に
重
点
的
に
行
う

よ
う
に
し
、
併
せ
て
予
防
的
な
病
害
虫
防

除
も
行
い
ま
し
ょ
う
。
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営☆
ミ
ニ
ト
マ
ト

（
担
当
：
山
下
陽
平
）

　

３
～
４
月
頃
の
定
植
分
に
つ
い
て
は
収

穫
期
を
迎
え
て
お
り
ま
す
が
、
収
穫
の
目

安
は
果
面
全
体
が
鮮
赤
色
に
な
る
完
全
着

色
期
に
行
い
ま
し
ょ
う
。
穫
り
遅
れ
る
と

裂
果
の
発
生
比
率
が
増
加
し
ま
す
の
で
適

期
収
穫
を
心
掛
け
な
が
ら
、
収
穫
果
房
よ

り
下
位
の
葉
は
摘
み
取
り
、
果
実
へ
の
採

光
を
高
め
着
色
を
促
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

高
温
下
で
は
着
色
が
著
し
く
悪
く
な
る
の

で
日
中
の
換
気
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

☆
ご
ぼ
う

（
担
当
：
山
下
陽
平
）

　

冬
春
播
き
露
地
ご
ぼ
う
に
つ
い
て
は
収

穫
期
を
迎
え
て
お
り
ま
す
が
、
根
径
２
㎝

を
目
安
に
し
て
肥
大
の
良
い
圃
場
か
ら
随

時
収
穫
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
収
穫
が
遅
れ

る
と
ス
入
り
や
ヤ
ケ
症
等
が
発
生
し
品
質

低
下
を
招
き
ま
す
の
で
、
適
期
収
穫
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

☆
菊

（
担
当
：
的
場
未
紗
）

　

９
月
出
荷
の
岩
の
白
扇
は
５
月
16
日
定

植
で
消
灯
の
時
期
が
７
月
22
日
前
後
に
な

り
ま
す
。
電
照
期
間
中
の
昼
温
が
35
℃
以

上
に
な
る
と
奇
形
花
が
多
発
し
ま
す
の
で
、

ハ
ウ
ス
内
の
温
度
を
下
げ
る
よ
う
対
策
を

行
い
ま
し
ょ
う
。
再
電
照
の
時
期
は
７
月

30
日
ご
ろ
か
ら
に
な
り
ま
す
。
葉
ヤ
ケ
が

心
配
さ
れ
ま
す
の
で
以
下
の
対
策
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

①
こ
ま
め
な
灌
水
に
よ
る
土
壌
水
分
の
保

持
②
急
な
天
候
変
化
に
よ
る
ハ
ウ
ス
内
の
高

温
抑
制
お
よ
び
葉
水
等
に
よ
る
蒸
散
抑

制
③
消
灯
５
～
６
日
前
、
消
灯
時
お
よ
び
消

灯
後
に
５
～
６
日
間
隔
を
基
準
と
し
て
、

カ
ル
シ
ウ
ム
剤
の
葉
面
散
布

　

秋
ギ
ク
（
神
馬
）
は
挿
し
穂
定
植
の
時

期
に
な
り
ま
す
。
親
株
床
の
防
除
を
徹
底

し
て
く
だ
さ
い
。

　

芽
無
し
性
の
強
い
品
種
に
つ
い
て
は
、

Ｂ
Ａ
液
剤
の
散
布
を
行
い
、
挿
し
穂
数
の

確
保
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

☆
ベ
ビ
ー
ハ
ン
ズ（

担
当
：
的
場
未
紗
）

　

多
湿
条
件
下
で
は
べ
と
病
の
発
生
が
多

く
な
る
の
で
、
定
期
的
に
予
防
防
除
を
行

い
ま
し
ょ
う
。
発
生
が
確
認
さ
れ
た
ら
治

療
効
果
の
高
い
薬
剤
を
早
期
に
散
布
し
、

被
害
拡
大
の
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
害
虫
も
多
い
時
期
で
す
の
で
除

草
作
業
や
農
薬
散
布
に
よ
る
防
除
も
行
い

ま
し
ょ
う
。

　

日
中
の
暑
い
時
間
帯
に
収
穫
を
行
う
と
、

し
お
れ
や
葉
傷
み
の
原
因
と
な
る
の
で
午

前
中
の
早
い
時
間
帯
や
夕
方
の
涼
し
く
な

る
時
間
か
ら
収
穫
を
行
う
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　

収
穫
後
は
選
別
の
徹
底
を
行
い
、
出
荷

を
お
願
い
し
ま
す
。

☆
玉
ね
ぎ

（
担
当
：
中
村
真
吾
）

　

令
和
６
年
産
の
た
ま
ね
ぎ
作
付
け
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
作
付
け
時
期
は
11
月
中

旬
～
11
月
下
旬
頃
ま
で
、
Ｊ
Ａ
で
機
械
移

植
作
業
が
可
能
で
す
。
水
田
の
裏
作
や
排

水
が
良
く
陽
当
た
り
の
良
い
休
耕
田
に
作

付
け
が
可
能
で
す
の
で
ご
希
望
の
方
は
農

産
販
売
課
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
の
肥
大
に
影
響
を
与
え
て
し
ま
い
ま
す

の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

☆
ち
ぢ
み
ほ
う
れ
ん
草

（
担
当
：
中
村
真
吾
）

　

令
和
６
年
産
の
縮
み
ほ
う
れ
ん
草
の
作

付
け
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
作
付
け
時
期

は
10
月
上
旬
～
10
月
中
旬
頃
ま
で
で
収
穫

は
12
月
中
旬
～
２
月
下
旬
ま
で
で
す
の
で

ご
希
望
の
方
は
農
産
販
売
課
ま
で
ご
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。

☆
加
工
ほ
う
れ
ん
草（担

当
：
朝
倉
章
太
）

　

令
和
６
年
産
加
工
ほ
う
れ
ん
草
の
作
付

け
希
望
者
を
募
集
し
ま
す
。
播
種
時
期
は

９
月
～
１
月
末
播
種
で
収
穫
時
期
が
11
月

～
４
月
ま
で
の
予
定
で
す
。
作
付
け
希
望

の
方
は
農
産
販
売
課
ま
で
早
め
の
ご
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。

営
農
情
報

◎
園
芸
関
係
◎

作
付
希
望
者
を
募
集
し
て
い
ま
す

各
品
目
の
栽
培
の
お
申
し
込
み
・
お
問
い

合
わ
せ
は
Ｊ
Ａ
み
や
ざ
き 

え
び
の
市
地
区

本
部
農
産
販
売
課
（
☎
３
３

−

５
７
５
６
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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「大丈夫」　一人じゃないよ　僕がいる

☆
水
稲

（
担
当
：
朝
倉
章
太
）

　

今
年
の
九
州
南
部
の
梅
雨
入
り
は
平
年

よ
り
９
日
遅
い
６
月
８
日
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
梅
雨
前
線
に
乗
っ
て
飛
来
す
る
ト
ビ

イ
ロ
ウ
ン
カ
は
坪
枯
れ
を
引
き
起
こ
す
原

因
と
な
り
、
そ
の
後
の
収
量
・
品
質
へ
影

響
が
で
ま
す
。
田
植
え
時
に
、
苗
箱
に
散

布
す
る
薬
（
ブ
ー
ン
ゼ
ク
テ
ラ
な
ど
の
箱

粒
剤
）
を
使
用
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、

ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
を
含
め
た
ウ
ン
カ
類
や

コ
ブ
ノ
メ
イ
ガ
（
ハ
マ
キ
ム
シ
）、
葉
い
も

ち
病
の
発
生
に
、
よ
り
注
意
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
発
生
が
み
ら
れ
た
ら
早
期
に
防

除
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

今
年
の
田
植
え
は
、
昨
年
同
様
、
６
月

10
日
頃
が
ピ
ー
ク
で
あ
っ
た
と
見
て
い
ま

す
。
田
植
え
後
35
～
40
日
位
経
過
し
た
こ

ろ
、
有
効
茎
数
（
１
株
22
本
程
度
）
が
確

保
さ
れ
た
ら
、
根
の
健
全
化
と
倒
伏
防
止

の
た
め
の
中
干
し
を
行
う
タ
イ
ミ
ン
グ
と

な
り
ま
す
。
田
植
え
を
例
年
よ
り
も
早
く

行
っ
た
場
合
は
中
干
し
を
行
う
タ
イ
ミ
ン

グ
に
注
意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

葉
色
が
濃
い
水
田
で
は
強
め
に
中
干
し
を

行
っ
て
下
さ
い
。

　

中
干
し
ま
で
に
、
追
肥
を
さ
れ
る
と
こ

ろ
が
あ
り
ま
す
が
、基
肥
が
不
十
分
で
あ
っ

た
場
合
な
ど
を
除
い
て
は
倒
伏
を
助
長
し

た
り
、
葉
色
が
濃
く
な
る
事
か
ら
い
も
ち

病
や
イ
ネ
ツ
ト
ム
シ
と
い
っ
た
病
害
虫
発

生
の
原
因
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
追

肥
は
下
部
位
節
間
の
伸
長
が
終
わ
っ
た
時

期
［
出
穂
（
し
ゅ
っ
す
い
）
の
15
～
20
日

位
前
（
幼
穂
１
㎝
程
度
の
頃
）］
に
、
葉
色

を
み
な
が
ら
必
要
に
応
じ
て
、「
穂
肥
」
と

し
て
施
用
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

☆
大
豆

（
担
当
：
朝
倉
章
太
）

　

大
豆
は
播
種
覆
土
直
後
に
除
草
剤
を
散

布
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
中
耕
・
培
土

は
除
草
や
湿
害
・
倒
伏
防
止
の
効
果
が
期

待
で
き
ま
す
。

〈
除
草
剤
農
薬
名
〉

ト
レ
フ
ァ
ノ
サ
イ
ド
乳
剤

　
〈
使
用
量
：
10
ａ
当
り
〉

　
　

２
０
０
～
３
０
０
㎖

　
　

希
釈
水
量
１
０
０
Ｌ

〈
使
用
時
期
〉

　

播
種
後
出
芽
前
ま
で

〈
中
耕
・
培
土
〉

○
１
回
目
は
本
葉
３
葉
期
頃
に
実
施
し
ま

す
。

　

初
生
葉
節
ま
で
培
土
し
ま
し
ょ
う
。

○
２
回
目
は
本
葉
５
葉
期
頃
に
実
施
し
ま

す
。

　

第
１
本
葉
節
ま
で
培
土
し
ま
し
ょ
う
。

◎
農
産
関
係
◎

営営
農
情
報

《
白
鳥
育
苗
所
よ
り
》

　

今
年
も
水
稲
苗
の
申
込
み
を
い
た

だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

育
苗
箱
の
返
却
に
つ
い
て
は
、

洗
っ
て
い
た
だ
い
て
10
枚
ず
つ
を
ま

と
め
て
し
ば
り
、
返
却
を
お
願
い
し

て
お
り
ま
す
。
ま
だ
返
却
さ
れ
て
い

な
い
方
は
早
急
に
返
却
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

返
却
の
際
は
苗
箱
返
却
証
明
書
を

発
行
し
ま
す
の
で
、
必
ず
事
務
所
に

お
立
ち
寄
り
い
た
だ
き
、
自
治
会

名
・
氏
名
・
枚
数
を
確
認
後
、
証
明

書
を
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

　

今
後
も
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
、
ご

要
望
を
踏
ま
え
、
良
質
苗
の
生
産
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

水
稲
栽
培
講
習
会
の
開
催

（
ご
案
内
）

　

普
及
セ
ン
タ
ー
を
講
師
に
招
き
、

水
稲　

栽
培
の
基
本
・
管
理
の
ポ
イ

ン
ト
を
解
説
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

令
和
６
年
度　
第
２
回

水
稲
講
習
会　
～
水
稲
の
い
ろ
は
～

内　

容

○
水
稲
栽
培
後
半
の
管
理

（
後
半
の
水
管
理
、
中
干
、
穂

肥
、
病
害
虫
防
除
、
収
穫
・
調
整

に
つ
い
て
）

○
学
び
た
い
こ
と

（
減
農
薬
、
有
機
肥
料
や
高
温
対

策
）

日　

時

　

７
月
12
日
（
金
曜
日
）

　

午
後
７
時
か
ら
午
後
８
時
30
分

場　

所
Ｊ
Ａ
み
や
ざ
きえ

び
の
市
地
区
本
部

大
研
修
室

※
あ
ぜ
道
講
習
会
の
代
替
と
な
り
ま

す



（18）令和６年７月５日発行え　び　の

JA みやざき えびの市地区本部は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

お申し込み・お問い合わせ先

（株）ジェイエイえびの市葬祭　☎35－0727（代）
プリエール加久藤会館・プリエール飯野会館

プリエール「あんしんの会」会員募集中
⑴　会員の条件　　加入金を納付された方
⑵　加入金は　　　①　JA みやざき えびの市地区本部の組合員の方は 2,000 円といたします。
　　　　　　　　　②　一般利用者は 3,000 円とし、加入金のうち 1,000 円は JA みやざき えびの市
　　　　　　　　　　地区本部への出資金といたします。
　　　　　　　　　③　会員自身の葬儀の場合は、加入金の 2,000 円を葬儀費用に充てるものとし、
　　　　　　　　　　会員資格を喪失いたします。
⑶　プリエール会員の特典

　祭壇価格（税抜）の１０％をＪＡえびの市葬祭の決算期にお返しいたします。
　葬儀の申込みがあり葬儀が重なった際に日延べの相談をさせていただきますが、調整ができずに止む
無く他の葬儀場で葬儀をされた会員に対しても、同様に祭壇価格平均（税抜）の１０％をお返しする対
応とさせていただきます。

⑷　利用者特典の範囲は
　特典を受けられる親族の範囲は、両親、配偶者、子供とします。

※お葬式の不安・疑問に、専門のスタッフがお答えし、解決いたします。
※家族葬のご相談も承ります。

葬 儀 相 談 会 開 催 中 両 親 配偶者会員本人

子 供

相 談 会 開 催 中
（お葬式の疑問にお答えいたします）
お葬式に不安（万一の時には？いくらぐらいかかるの？）、
その疑問、専門のスタッフが解消いたします。
突然のことだからこそ、
信頼ある業者を見つけておくことも大事なことです。
この機会に、ぜひ JA葬祭へご相談下さい。 えびの駅

相 談 会 開 催 中
（お葬式の疑問にお答えいたします）
お葬式に不安（万一の時には？いくらぐらいかかるの？）、
その疑問、専門のスタッフが解消いたします。
突然のことだからこそ、
信頼ある業者を見つけておくことも大事なことです。
この機会に、ぜひ JA葬祭へご相談下さい。

飯野会館・ご自宅でご相談を希望の方はお電話下さい！
※お電話にて予約いただければ、お客様をお待たせすることはありません。

㈱ジェイエイえびの市葬祭
TEL 0984-35-0727 ㈹
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あたたかい　言葉のシャワーで　えがおさく
★ご応募に際して取得した個人情報はこのたびの賞品プレゼントの抽選・発送以外には一切使用しません。

★
ヨ
コ
の
カ
ギ

1　

七
夕
の
短
冊
を
付
け
る
植

物

2　

鳥
が
羽
ば
た
か
せ
る
も
の

3　

東
北
地
方
で
牛
の
こ
と

4　

だ
し
じ
ゃ
こ
と
も
呼
ば
れ

ま
す

5　

ひ
孫
の
子
ど
も
で
す

7　

ロ
ン
ド
ン
の
―
―
空
港
は

英
国
最
大
の
国
際
空
港
で

す

9　

ポ
ン
ポ
ン
と
地
面
で
突
い

て
遊
び
ま
す

11　

高
校
球
児
が
試
合
を
す
る

と
き
に
履
き
ま
す

13　

ピ
サ
に
あ
る
も
の
は
傾
い

て
い
る
こ
と
で
有
名
で
す

15　

シ
ャ
ン
プ
ー
の
後
で
使
う

人
も
い
ま
す

17　

侍
が
腰
に
差
し
て
い
た
も

の

19　

―
―
ふ
り
構
わ
ず
が
む

し
ゃ
ら
に
取
り
組
ん
だ

21　

漢
字
な
ど
に
付
け
る
小
さ

な
文
字

★
タ
テ
の
カ
ギ

1　

小
説
を
書
く
人
を
こ
う
呼

ぶ
こ
と
も

3　

貼
り
合
わ
せ
て
合
板
を
作

り
ま
す

6　

ア
ジ
や
イ
ワ
シ
と
並
ん
で

よ
く
食
べ
ら
れ
る
青
魚

7　

天
の
川
を
渡
っ
て
織
り
姫

に
会
い
に
行
き
ま
す

8　

春
が
ス
プ
リ
ン
グ
な
ら
夏

は

10　

目
で
見
え
る
範
囲
の
こ
と

12　

手
首
の
こ
と
。
―
―
バ
ン
ド

14　

２
０
２
４
年
の
夏
季
五
輪

が
行
わ
れ
る
都
市

16　

渡
り
―
―
を
通
っ
て
隣
の

校
舎
へ
行
っ
た

18　

ア
ウ
タ
ー
の
反
対
語

20　

ウ
イ
ス
キ
ー
は
こ
の
中
で

熟
成
し
ま
す

22　

病
気
の
治
療
や
予
防
に
使

わ
れ
ま
す

23　

打
ち
上
げ
―
―
、
線
香
―
―

６
月
号
の
当
選
者

６
月
号
の
答
え
は「
ナ
ガ
グ
ツ
」

で
し
た
。正
解
者
15
人
の
中
か
ら

次
の
５
人
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

(

敬
称
略)

☆
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
☆

▽
杉
水
流
　
タ
カ
子（
飯
　
野
）

▽
岩
　
下
　
美
代
子（
飯
　
野
）

▽
菅
　
野
　
み
ち
子（
加
久
藤
）

▽
赤
　
川
　
リ
ク
子（
加
久
藤
）

▽
西
　
窪
　
ヒ
サ
エ（
真
　
幸
）

▽
解
き
方

　

普
通
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
要

領
で
全
部
解
い
て
下
さ
い
。

　

次
に
Ａ
→
Ｅ
の
二
重
ワ
ク
の

文
字
を
順
に
並
べ
る
と
、
一
つ

の
言
葉
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
が

答
え
で
す
。

▽
応
募
方
法

　

官
製
ハ
ガ
キ
に
答
え
を
記
入

し
、
あ
な
た
の
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
職
業
を
書
い
て
応
募
し

て
下
さ
い
。
一
人
に
つ
き
ハ
ガ

キ
１
枚
を
有
効
と
し
ま
す
。

▽
締　

切　

７
月
20
日

（
当
日
消
印
有
効
）

▽
発　

表　

本
誌
８
月
号
紙
上

▽
あ
て
先

　

〒
８
８
９
─
４
３
１
１

　

え
び
の
市
大
明
司

　
Ｊ
Ａ
み
や
ざ
き

　

え
び
の
市
地
区
本
部　

総
務
課

▽
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
５

名
に
し
お
ふ
き
昆
布
を
プ
レ
ゼ

ン
ト

正
解
者
の
中
か
ら
５
名
様
に
賞
品
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
・
パ
ズ
ル

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
・
パ
ズ
ル

令和6年2月1日(木)～令和7年1月31日(金)

エーコープ
「しおふき昆布」



（20）令和６年７月５日発行え　び　の

JA みやざき えびの市地区本部は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

え　び　の 令和６年７月５日発行 （20）

Ｊ
Ａ
広
報
え
び
の

〈
発

行
〉

〒
889-4311　

宮
崎

県
え

び
の

市
大

字
大

明
司

1061-1　
宮

崎
県

農
業

協
同

組
合

　
え

び
の

市
地

区
本

部
　

　
　

　
〈

編
集

〉
総

務
課

　
　

令
和

６
年

７
月

５
日

発
行

行　　事　　予　　定
令和６年７月１０日～８月１３日

　

６
月
14
日
、
Ｊ
Ａ
・
Ａ
Ｚ
Ｍ
ホ
ー
ル

で
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、
す
べ
て
の
審

議
事
項
・
協
議
事
項
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

◉
審
議
事
項
◉

■
生
産
資
材
高
騰
に
係
る
支
援
対
策
に
つ

い
て

■
諸
規
程
の
制
定
に
つ
い
て
（
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

保
安
業
務
規
程
）

■
肥
育
牛
関
連
資
金
の
貸
出
及
び
農
協
理

事
と
組
合
間
の
利
益
相
反
取
引
の
承
認

に
つ
い
て
【
都
城
地
区
本
部
】

■
事
業
資
金
短
期（
特
別
当
座
勘
定
貸
越
）

に
か
か
る
資
金
の
貸
付
に
つ
い
て
【
日

向
地
区
本
部
】

◉
報
告
事
項
◉

■
㈱
エ
ー
コ
ー
プ
み
や
ざ
き
の
事
業
実

績
に
つ
い
て

■
飼
料
情
勢
に
つ
い
て

理
事
会
報
告

月 日 曜 行　　　　　　　　　事

７

10 水 ふれあい日
登録検査

11 木 五種混合予防注射

12 金 ＪＡ主催子牛品評会

13 土 ＪＡ－ＳＳ感謝セール

15 月
海の日
ＪＡ休業日
　※野菜集荷場は受入れします。

16 火
五種混合予防注射（～１７日）
道の駅えびの休業日
廃プラ集積日（ポリフィルム）

18 木 郡子牛品評会

19 金 繁殖センター妊娠牛譲渡会

20 土 県下一斉消毒の日

22 月 子牛セリ市（～２４日）

23 火 ＪＡ－ＳＳ感謝セール

25 木 オーツヘイ即売会

26 金 ＢＬ採血

29 月 成牛セリ市（妊娠牛）

30 火 耳標装着（～３１日）

８

2 金 畜産共進会西諸決選（種牛の部）

3 土 ＪＡ－ＳＳ感謝セール

8 木 ＪＡ主催子牛品評会
ＢＬ採血申込締切（１０月セリ市分）

9 金 成牛・妊娠牛・乳子牛・和牛ＥＴセリ市

11 日 海の日
ＪＡ休業日

13 火 ふれあい日
ＪＡ－ＳＳ感謝セール

令和７年度 ＪＡみやざき職員募集
１．試験種別及び採用予定人員

⑴ 募集職種　
・指導（営農指導・生活指導）事業に関する職務
・経済（購買・販売）事業に関する職務
・信用（金融）事業に関する職務 ※ＪＡバンク
・共済（保険）事業に関する職務 ※ＪＡ共済
⑵ 採用予定人員　４人
⑶ 勤務先
　 ①えびの市地区本部（旧 ＪＡえびの市　本店）
　 ②その他、事業所勤務地あり

２．受験資格
高校卒業以上の者および令和７年３月高校卒業見
込みの者で、原則として令和６年７月１日現在満
２８歳未満とします。

３．試験の方法
　① 令和６年９月１６日(月)
　② 一般常識（国語・数学・社会・英語・常識）
　　 適性検査、作文
　③ JAみやざき えびの市地区本部
　　　　　　　（旧 ＪＡえびの市　本店）
　④ 面　　接　一次試験合格者について実施
４．受付期間　

　令和６年９月５日㈭から９月１１日㈬まで
ＪＡみやざき えびの市地区本部 総務課で受付し
ます。

５．合格発表
総合結果により、令和６年１０月４日までに本
人・学校宛に通知します。
お申し込み・お問い合わせは総務課（33-3101）
まで

※JAみやざきの事業については、JAみやざき公式イン
ターネットホームページ https://miyazaki.mz-ja.
or.jp/ で案内しております。


